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は じ め に

最近 の 鼻 糞 を と 力ま く諸 情 勢は 一段 と険 しさ を増 し、 農業 開 電 の解 決 は容 易 な

らをぃ もの が あ る。 3 0 年 代 前 半 に は農 家 の二 三 男 対 策 が構 じ られ て ぃ た の が、

3 5 年 を 境に して農村か ら大量の若 h 労 働力が都会 忙流出 し、一転 して農業労働

力 の不 足 が 訴 え られ る よ う托 を つた。 また 食糧 の鰭 賓 も経 済の 高 度 成長 忙 よ つて

質的変化を来 し、野菜、 果実、畜産物等の需要 が増加 し、食糧需要 の高級化 、多

様 化 が急 速 に進 ん で ぃ る。 農 業 生 産の 中心 で あ る米 は 、 消費 の後 退 もあ って、 生

産の過 剰 を来 し、 米 価据 置 か ら生 産 調 整 が は か られ る とぃ う、 か つて をh 異 常 を

事態 に追 ぃ 込 ま れ てぃ る。

農 業 は 経 済 の発 展 と密 接 な関 係 を も ち、 経 済発 展 の速 度 が速 レりまど急 敦 を変 化

を要 請 され 、 同 時 に農 業 技 術 の進 歩 も また農 業 の 変 化 を必 然 化 ナ る。 農 業 の 大型

機械化は農業 労働 を大 巾に軽減 し、生産力 の増強は価格に影替を及ぼ し、 合理化

に よ る一層 の経 費 の節 滅 を要求 して くる。 そ の 過 程 で多 くの農 家 、 多 くの農 業 従

事者 が農 業 か ら離 れて い くこ とに を る。 こ こ t  O 数 年 の 農 業 の 動 き は 農 業 労 働 力

の減 少 を横 械 化 で補 った とい う印 象 が 強 ぃ が、 農 業 発 展 の必 然性 が 毎時 間 の うち

托急 速 に進 ん だ 結 果 であ る。

1 9 7 0 年 世 界 農林業 セ ンサスの結果 表 が公表 されたのを機 会に、本市 の農業

を時 系 列 的 に把 え 、本 市 農 業 の動 き を明 らか にナ る一 助 と し、 本 市 農 業 の 発 展 の

一助 とナ るた め、 不充 分 で は あ るが 公表 ナ る こ とに した もので あ る。

公 表 にあ た つて、 本 統 計音 の 基本 とな つた 典林 業 センサ ス の調査 員 をは じめ統

計表 の 作成 に力 の あ った人 々 に深 く感 謝 申 し あげ る とと もに、 皆 さん の ど批 判 を

仰ぎ今 後 の農業 統 計 の向上 を図 少たい と思 い まナ。

昭和 4 6 年 さ月

酒田市企慮調整課長 川 島 清 一
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I．統 計 表 の 見 方

歳計訴査忙は 多くの 約束事があ 少、用語 もその約束事に 上 つて一 般の使 い方 と異 走る場合 も しば し

ばある。 同車把約束轟それ 自体が調 査の 目的 の相違 や時間的 改経過忙 エ つて、 相違や変更 修正が生 じ

てくる。 統計表 を正 しく理 解 して もらうため に、 最初把粥査の し くみや若干 の用轟の説 明を加えてか

きた ぃ と思 ク。

（り 統 計 表 の 出 所

特に ことわ 少の ない場合は、按針数値 は、下 記の ものか ら使用 した。

3 0 年 臨時農業基本調査

3 5．4 α4 5 年 世 界農林 業センサス

4 l ～ 4 4 年 山形県鳥業基本調査

¢） 調 査 の し く み

上記 の調査は市 内を 2 0 1の調査区に 分割 し、各年 とも 2 月 l 日托調査され た もので あ少、 調査

貞 の き き と 少に 上 る属 人 全 教 調 査 で あ る。

上記t‖以外 の資料 はそれぞ れ異 なるが． 最 も多く使用 してぃる山 形農林 水産統計毎 報は属地主義忙

上る調査で あ少、抽 出調査が 多 h o

β） 用 語 の 税 明

打l 農 業

耕種、蕃畜、孝義の鼻薬 をぃ う。

（山 鳥 家

経営 耕地 面積 1 0 アー ル以上の世 帯 と 1 0 アール未満でも

3 0 年、 3 5 年 過去 I 年間の点産物版元辛が 2 万円以上の世帯

4 0 ～ 4 4 年 － 3 万甲 －

4 5 年 す 5 万 円 サ

を ぃ う。

¢一 例外規定農 家

経営耕地面讃カ＝ 0 丁－ル未満で、農産物販売額が前記規定以上のもの○

巨） 耕 地

田（畦畔を含む）樹園地（果樹凰 楓 その他－こうぞ、みつ t た、 こ少やをぎ）普通畑、

その他畑（焼畑、切執 場外地などの不定的な机 牧草畑をどの畑が一括計上〉

－・・4 －

帥専業農家

自家農業以外 の仕事で収入 を得 てぃ る世帯 員が l 人 もh をh 農家

H 兼業農家

自家農業以外の仕皐で収入を得てぃる人が I 人以 上いる農家

什）第 l種兼業、第 2 佳麗票

差巣と点薬以外の収入を比較 して、鼻薬収入が多h 兵家が第1 種兼私 兼業収入が多い農家が

第 2 雀 兼業であ る。

一－5 － －



2 ． 農 家

（ り 年次別農家数

昭和 4 5 年 2 月 l 日の本市の農 家数 は

5．5 9 5戸で、 I O 年間 忙 2 9 名声 5．1 ％

減 少 してぃ るが、全国 では この期問に

I l．8 ％ と倍以上 の減少 を示 してぃ る。

減少傾 向は、 全国的 な動 き と同様 、40

生か ら 4 5 年 にかけて鈍化 しているが 、

県 では適 に増加の傾向にある。

¢） 経営耕地規模別農家数

県全佐で

は、 4 0 ～

4 5 生 せで

の 5 毎間に

2 九a を 分

枝点 として

上の階層は

増加 し、下

の階層 ほ減

少してぃる

とい わ れ る

が、右表か

2 － I表 年次別農家数

単位 戸・粘

2 － 2表 経 営耕地規 模別農家数
単位 戸

らは そ うし

たは っき少 した傾向はみ られ を レヽ トー 3 表 は 3 Il乱 以上 膚を起点 として、増 加（減少）が右 側の

階層 の上昇 r右 側の階層へ の下降）に 上るものと し、他は 移曲が 杏ぃ と仮定 した場 合の期 待値 との

－も ー

差である。楷層の秘 ；

1 階層づつ行 なわれ るも

の とす る と、 I － 3 表 は

三つの段階 を示 してぃる。

最初の 3 0 ～ 3 5 毎の

5 年間では、開田ヤ開畑

があ わ、 他方で 分家等 忙

上る 農 家 の 新 設 もか を 少

あ つたため、 どの階層 も

増加 し、特 忙 8 l～ α3

九九の階層 の増加が顛着

2 － 3 表 経営耕地規模別期待農家顔 との差 単位 戸

であ ぅた。

3 5 ～ 4 2 年 士では、点 者労働 力が 大昔 托流 出 h それ と僻遠 して労 賃が 急上 昇 したため、 一方的

忙下 降 した。最 後の 4 4 毎、 4 5 毎 では、刈取機 や田植機 の実用 化を反吹 したのカヽ 両極分解托転

じ た エ うに み え る。

下表 は最 近 5 年間の所有権移転に 上る農地 の増減 を示 した もので あるが、農 家の階層分 化の方向

を毒づ けてい る。特 に ここ政年 は 3 b 8 以上 層へ の農地 の集中がめだ →てぃる。

2 －4 表 最 近 5年間 の所有権移転による農地の増減

単位 8

－7－

酒　 田　 市 山　 形　 県 全　　　 国

実

鼓

3 0 5 ．7 6 古 l 1 5 ．0 3 9 ＆0 7 5 ．9 1 7

3 5 瓦8 9 3 I 1 7 1 4 8 ＆0 5 6 ．6 3 0

4 0 瓦7 0 1 l 1 5 2 1 5 5．らる4．7 6 3

4 5 瓦5 9 5 l l之3 4 7 瓦3 4 l．g O O

指

数

3叫 0 1 0 0 ．2 ＝）I．古 9 9 7

巧 5 9 6 ．2 9 ＆4 9 ま5

軸 0 9 ＆I 9 7 5 9 4．3

叫 5 9 4 ．9 9 5 ・9 ！　 g ＆2

例 外 α I α 3 α 5 I．0 l．5 之0 Z 5 まO Il ！

計
規 定 α 3 α 5 l．0 I，5 Z O 之 5 3．0 以 上

3 0 2 6 ら7 1 5 古2 9 9 6 6 6 0 5 ワさ 5 7 2 5 1 3 l．1 7 0 5J7 らさ

3 5 も7 6 7 7 6 3 g l．O I 4 6 5 5 5 ら4 5 古2 5 0 8 い 8 8 5 β9 3

40 3 3 ら3 4 6 2 ム 9 9 6 6 3 3 5 6 3 5 7 5 5 1 5 l．1 2 8 5ブO l

4 I 3 2 6 4 古 6 2 5 9 g 4 6 4 1 5 7 1 5 5 4 5 2 2 l．1 1 7 5ム9 4

42 2 4 6 3 9 6 2 4 1．O 1 3 6 2 6 5 7 も 5 5 6 5 2 も l．0 8 0 5 ムら4

43 2 3 6 5 7 も2 7 I．O 17 5 g 4 5 7 1 5 ら2 5 4 4 l．0 も5 5 ム5 0

4 4 2 3 6 さ3 6 1 9 9 7 4 い 3 5 4 g 5 7 5 5 3 2 l．O g 3 5 ム5 0

4 5 2 3 ら2 9 も3 5 9 7 2 5 g g 5 7 2 5 3 9 5 1 4 い 2 3 5 5 9 5

a l a 3 α 5 I．0 l．5 2 ．0
I
Z 5 ま 0

h 8
α3 α 5 I．0 I．5 之0 之5 ま0 以 上

3 5 さ0 2 2 2 2 4 9 2 3 1 3 l 古

40 △ 8 4 ∠ゝ I 15 ∠ゝ IO 3 ∠ゝ 古5 ∠ゝ も3 ∠ゝ る2 ∠ゝ　 5 5 ∠ゝ 6 2

4 1 ∠ゝ　 も ∠ 2ゝ 0 ∠ゝ l g ∠ゝ　 7 ∠ゝ 15 ∠ゝ 2 3 ∠ゝ　 2 ∠ゝ　 9

ヰ2 ∠ゝ 2 2 ∠ゝ 1 3 ∠ゝ 12 ∠ゝ 4 I △ 2 6 ∠ゝ 3 l ∠ゝ 3 3 ∠ゝ 3 7

4 3 ∠ゝI 3 ∠ゝ 3 I ∠ゝ 3 4 ∠ゝ 3 8 4 9 ∠ゝ　 3 ∠ゝ I5

一糾 0 ∠ 2ゝ る ∠ゝ 18 2 5 ∠ゝ　 4 1 9 b ほ

4 5 ∠ 5ゝ 5 3 △ 1 7 △ I 5 1 0 ∠ゝ I4 2 2 4 0

α 5 I1 8 α 5 ・〉 l．0 ・－ I．5 ～ 2．0 ・｝ Z 5 ～ ま O b 8 合 計 移 動
未　　 満 I．0 l．5 2 0 之 5 ま0 以　　 上 面　　 凍

4 I 4 10 ∠ゝ 6 9 8 ∠ゝ 1 6 7 2 g 2 2 1 4 ら9 ∠ゝ　 1 7 9 5 7 1

42 ∠ゝ 3 9 甚 ∠ゝ 5 5 2 ∠ゝ 1 9 7 4 3 2 I 3 2 2 も 6 も5 5 β暮7

‘3 ∠ゝ 3 4 5 ∠ゝ 5 S 4 3 古 ∠ゝ　　 5 3 5 0 ∠ゝ　 7 l．2 2 3 7 9 5 4

44 ∠ゝ 5 1 9 ∠ゝ 4 7 0 △ 3 6 2 ∠ゝ 2 1 6 2 3 2 3 4 2 9 9 3 7 8 も5

4 5 ∠ゝ 4 9 ら △ 5 5 0 3 4 ∠ゝ lO I 2 1g △ I4 3 い 2 g 7 3 8 4

計 ∠ゝ t．3 4 g △之8 2 4 △ 9 5 4
l

△　 g 7 3 3 4 g 8 7 ま9？2 3 ＆5 9 1



¢） 専 兼 業 別 貴 家 敢

2 － 5表 年 次別専兼業別農家数
卓也戸・粘

3 0 毎 、 3 5 年で仕半数近 くが専業農 家であ ゎ、兼業 化の進行 は軽やかで あったが 、続 く4 0 年、

4 5 年 の各 5 年間では鍾済の馬鹿成長下にあって、兼業化が急速忙進み、 4 5 毎 忙は 8 射以上が兼

業兵家把なっている。また一正の 5 軸 は第 I 稚兼美点家の増加が著 しい。

これを麓曹耕地規 模 との内係でみ ると、 当然のととではあるが規模の小さ ぃよ豪ほ ど兼美化が進 ん

でぃ る。

2 －ら表 経営耕地規模別専兼業別農家数
単 位 戸

－8－

4 5 年では ‖h l 来所は第 2 鹿兼業点勧 ；圧倒的に多ぃが、 L O － l．5 b l になると弟 l 種兼美点

崇が 多 くな 少、約 6 0 粘 を占め、第 2 裁兼業兵家が 3 3 粘 で与美点家は 古雅にす ぎな くな っている。

3 ll l 以上で も第 l 者 兼業よ家が 5 7 粘を占め るに 空 身、 書菓よ 家は 4 3 ％に低下 してい る。 3 5

年 には、 l，5 一 之0 ム l で書集 l まが 釣 も封、 ま0 王I l 以上 では g 封以 上が専業鼻 麦で あ った のと

此故 ナ る と親撲の大 きぃよ家 書で兼美化 が急速 に浸 透 して きたのが わか る。

次に兼兼を勝 則忙みると、兼 l稚拗 蒙は、収月は 3 5 年から4 0 年にかけ若干増加してぃ

るが、 i O － 4 5 年 には逆 にか を少就少 してぃ る。 とれは、 I つは小 規模点景の集 2 種 兼裏表 蒙へ

の移行にエる柳 ；考え られ、 も，一つは親扶の大きh ▲崇の曲合着の玉t 忙上る漉少が考え られ

も。 エ 月、 庸一は、 4 0 年は 3 5 年 上 少ま少 してぃる。 これはそ れt で の就職 の時期 によ 村に滞

留してぃたよ まの子弟が甘気 の上 井に 上って急速忙洗 出してい った篇 果と考え られる。 4 0 － 1 5

年のエ 鼻、店 長の稚 加は、 人夫、 日月いの増加 とと も忙、よ 真の世 帯主ヤ あ とつぎ専 の将 来 もよ村

に 留ま る人 の兼薬化 に 上る もの と思 われ る。社 会的に大 きな開患 とな ぅてぃる 出穣 ぎは、 3 5 一心

生は 2 1 7 戸 と伽 ；大 きカーつたが、 1 0 ～ 4 5 毎托は 2 3 戸 の増 加把と ど一 ってか ゎ3 h ■以上

を於いて 此壬は低 くな ってい る。

以 上の と とを鐘曹規模 との 南保でみ ると、 この 1 0 年 間旺大 きく変 って いる。 3 5 年では叫 声、

エ負、 店 月専 の安定的 な恒常的勤 務は、規模 の大きh 兵 家の比重が点 く、避 に人 夫・日雇 ヤ 出様 ぎ

専の不 安鑓 な．兼兼が規模の小 さをよ まの比重が高か ゥた。 しか し4 5 毎 には これ が逆 忙 な 1 てぃ

る。一 方で人夫、 日月の恒 常的妙務へ の移行があ ゎ、他 方で年度 や昏時点 いの女波に 上る規 模の大

きh l 崇の 白ま労 飴への依 存強化が あ った とと忙 よぅて こ うした点 景が生 じた ものと思 われ る。

よ業 と少わけ満作の樵械化 忙 上る大 巾な省 力化ヤ 香托作業 の増加 もとうした横向を助長 した もの と

考え られる。

－9－

酒　　　　　　 田 山 形 県

（指 鞍 ）

全　 国

（婚載 ）実　　 教 指　　 数

寺 井

l 蒙

募 I 書 第 2 葎 書　 美 第 l 者 第 2 稚 書　 菓 弟 l稚 弟 2 手　 業 栄 一稚 筋 2 ♯
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4 5 9 g 2 乙3 7 I 之Z 4 2 1 7 6 4 2ヰ 4 00 lα4 5 l．9 3 7 7 ほ 8 3 ま7 5 07

書　 美　 l　 煮 第 l書 兼集 魚家 弟 2 穫 兼 業 生家

3 5 4 0 書　 4 5 3 5 4 0 I 4 5 3 5 4 0 4 5

例 外 規 定 7 4 5 5 8 l 5 5 2 3 け

α 卜｝ α 3 I 5 10 も 2 3 12 9 6 3 9 る12 6 川

a 3 ～ a 5 2 9 9 g ら5 け I5 5 1 ▲ も0 0 8 I2

α 5 ・｝ l．0 17 1 8 2 3 9 4 2 9 2 5 1 】8 0 4 Il 6 8 3 7 5 3
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2♪9古

4
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計 之も3 3 l．6 g 4 9 8 2 I．5 IO l．9 1 9 23 7 1 I．7 5 0 乙！4 2



2 －7 表 兼業種類別義家敢 （慕 1 種兼業養家） 単位 戸・粘

ー10・－

2 － g 表 兼業種類別農家数 （革 2 楼 兼業貴家） 単位 戸・粘

集 2 種 兼業兵 家でけ、上 浦よ 蒙が 少 な く、 こうした威儀 は明放でをぃが、全体 としてみ た場 合、 安定

的な恒常的勤務者 の比 軍を高ゆをが ら、農家載 も増加 してい る。 t た人夫・ 日雇 も3 5 － 4 0 毅、 4 0

～4 5 年 ともK 増加 してい るが、 4 0 － 4 5 年は、出磋 ぎがそれ以上 托戎少 し、安定 的 を恒常棚 務 が

増加 してい る。

－I i－

総　 裁
や　 と　 わ　 れ　 兼　 業

自営兼集

書　 芦　　 エさ ・店鼻 出掠 ぎ 人 夫 日雇
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3． 農 家 人 口・ 就 業 構 造

（り 年 次別貴家人口

3 － I表 年次別兵家人 口 単 位 人・鬼

3 ¢卓 ～ 3 与年 の戚少は卓やかであ→たが、 3 5 毎以件 のま如 鼓しく、 I O 年糊 で 2 射 も戎少し

ている○

とく托 3 5 ～ ヰ 0 毎の躾少が大 き h のは、 l 戸当 身世帯 ■赦の汝少忙 上るところが 大 きh 。 t た

I 戸当 身世帯き救は全容平均で αき人 の渡少 であるの托対 し、本市で は l．0 八強少 し、段 々忙全国

平均 忙戴づ ぃてぃる。

¢） 年令期兵家人 口

これ を年令別にみ ると、 I 5 才以下 が 出生畢の低下 を反映 して l O 年間 に 4 5 粘 も漉少 し、ホ成

此 一男が 3 も．8 ％か ら 2 まも先に、 女が 3 ま 2 先か ら 2 ま l 先に鼓洪 してぃ る。次托 戎少の善 しい

のは、 2 0 － 2 9 才 で、滋 少が 3 5 － 4 0 年 に集 中してぃ るが． 川 年間 に 3 5 光波 少 してい る○

鐘声の高庇成長に よるよ付からの労戦力の流出が、柏 学卒者を中心托書生月に集中したためであ

る。 暮もー 1 9 才は、 進堂軍の上 昇K 上って 4 0 ～ 4 5 軸 増加 をみ、♯ 成孝は高 くな ってぃ る。

4 0 － ヰ 9 才 と 8 0 才坂上が増加 し、 4 0 － 1 9 才以上 の各年合字の構成 軍が届 くを って ぃる とと

ろか ら老令 化の進行 が革着で ある。

表 托はでてぃをぃが、 との傾向は女 K 強 く、軽骨規模の大 きいょ反に b O 才以上 の人が 多h 。

－I2 －

3 － 2 表 年 令別 世帯員赦 単位 人・先

β） 世帯鼻敢創生豪 放

世帯 貞政 別▲ま裁 をみ ると 3 5 年、 ヰ 5年 と もに 8 人家族 が一 書多ぃが、 3 5年 と4 5 年 ではカ、

を 少兵 ウてぃ る● 3 5 年は ふ人、 7 人、 5人 、 古人、 9 人 とい ぅた点序で あ ぅたが 、 4 5 毎 は も人 、

5 人 ▲人、 7 人、 3 人 とぃ つたf 序にを，てか九 ほ とん どの常用で l人少 ない ところ忙頂点が き

て h る● t た 3 5 年 では I l人以上 のl 京扱 が l さも戸、 9 － ＝）人が も2 4 汽 さ人 が 8 I も戸

で あ ゥたが 、 1 0 年 彼の 4 5 年 にはそれぞれ、 3 戸、 ＝ 3 戸、 3 0 さ戸と をゥて お 少、多人救 の

世帯 は汝 淡 してぃる。 反対 に、 3 人、 ▲人、 5 人 とい →た少人故 の世蕎が増加 して ぃる。

とれを鍾曹 耕一坑集 との関 係で み る と、規 模の大 きぃょ 煮ほ ど多人 廿の世帯が多 く、 l 戸当 少世

帯月 数 も多 h 。

ー1 ラ ー

実　　　　　 数 指　　　 数 l 世帯平均人政
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1 5 才 l も 2 0 3 0　　 4 0　　 5 0 ら 0　　 も 5 才
計
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■ヽ′
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指
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女

35 3 ま2 1 2 I まl l 之さ Iα7 乍3 ま9 7 S I M
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3 ＿ 3表 世帯員故別農家数 単位 人・％

ー暮4 －

（ 4） 就 業 状 態別義家人口

3 －▲表 就業状態別世帯点数（ ＝け 以上の壮者貞）
単位 人・先

兼業化の最遠を反映して、 自家よ美だけ忙従者した人は、 この ＝）軸 K 男が 5 ♀ l 粘、女が

7 0．I 粘にま少 し そのうちふだん 仕事 を してぃる人は更に 漉少が大 き く、男 が 4 ま も私 女 l 包 も

％ と半身以下 にま少 している。 倦人数の 戚少が 男 工少女 忙少 なh のけ、 女 の書 合棄書 ヤ育ヰがある

ため忙兼業従 水 道みに くぃか らと思 われる。

自家よ業とその他の仕事の南方に従書 した人は、一方で餅 の高度成長把上る所得格差の是正の

ため、 他 方でよ業労助力の 大i の 流 出托 エる労力不 足緩和 のため農 業以 外の仕事だけ 托徒 ヰ してい

た人を も吸収 して汝増 した。 しか し男女間 K は大 きな差がみ られ、 男は 自家農業 忙主 と して徒手 し

た人 の増加が 多 く、 ＝）毎閤 に約 ま5 倍に増 加してぃるが、 女は 2 倍であ 少、 逆 に女は農業以外 の

社寺 忙主 と して従与 した人が 1 0 生間 に ま7 借忙増 加 してい るが、 男は I．5 借 忙 とど一 ってい る。

とうした揺 動 ；生 じたのは、主 として兼業 化が 上少規模の大 きh 農家寸で妓及した ことや汝故化が

－ 1 5 一

I 人 2 人 3 人 4 人 5 人　 も人 7 人　 8 人 ワ 0 I l人
以 上

針 l 戸 当

世 辞月数

3 S

毎

例 外 競走

αI・－0 3 15

7

8

l

さ

2▲

7

も0

13

12 4

16

川 2

l ら

12 2

3

さ7

2

4 8

l

3 5

l

2 0

も7

8 7 7

ヰ．9

まS

α3－α5 2 7 5 3 IO 4 l 暮3 I2 7 9 も 5 1 ‘4 1 3 ‘3 8 ま7

α5－・l．0 1 9

5

3

も2 14 9 18 7 2 2 5 け 0 l 10 る5 2 I lβ I丘 ま9

I．0・－l．5 2 4 も2 12 5 14 7 I2 1 8 9 6 も lも 6 5 5 ＆4

I．シー；抄 13

9

8

▲5 9 5 13 0 I2 も 8 3 5 5 川 5 8 4 丘6

2 0 ・－2 5 3 4 7 7 9 13 暮 13 9 9 1 8 4 19 5 8 2 ＆7

25 －3 8 2

9 1

l g 5 8 9 2 13 7 8 さ 8 2 2 2 5 0 さ l l

3β丸山 址 I g 3 7 川 3 2 1 2 2 糾 ：お l 2 I2 6 0 l．ほ さ

5舟巧

7 3

計 3 0 2 4 4 5 9 9 9 5 さ じ犯2 い A 3 8 1も 8 2 1 lざら 6．ヰ

45

年

例 外規 定

10

暮 ワ 7 I も l

2 4 5

l

l

t

I

2 3 Å3

αI－ α3 4 0 7 1 I も5 I6 0 lC 7 4 1 6 2 9 4 ．7

α3－α5 3 3 1 g 6 13 9 Iら0 ‖ 7 も古 2 1 も 6 3 5 A 9

α5・－t．0 5 4 4 9 8 2 0 5 2 5 9 2 2 ふ 9さ 3 2 7 9 7 2 瓦0

I．0・－I．5 l I3 4 も l 10 l ▲5 Iもi 7 も 2 1 1 2 5 さ8 5 3

I．5・－2β 2

2 1

7 3 7 g I l も7 l も3 さ4 2 2 9 5 7 2 且4

2 p ・－2 5 ▲ 2 0 さ2 l ‖ け 4 9 も 3 5 1 7 5 3 9 且g

か 3♪ ▲ 2 2 5 4 l 19 l▲8 1 0 さ 4 2 t ム 5 14 5 ．9

3 別 加地址 2 2さ 1 0 5 2 4 5 3 1 5 2 4 さ 10 8 4 I l I．t2 3 ＆0

計 暮4 8 4 Iも 9 4 名 l．3も7 l．1三カ 古2 3 3 0 古 I I3 3 5」59 5 5．4

日脚 だ け 目貫勝 とその他の その他の仕事 だ
に従事 した人 仕事に従事 した人 け 忙従さ した人 仕事 に

従事 し

なか っ
た人

鑑人鼓
，ち仕

暮が 主

の人

自家▲兼が主 他の仕事が 主

捉 人救

，ち仕

事 が主

の人捻人数 クち仕■
カ注の人

捻人政 クち鮮

が Bの人

実

政

男

3 5 ∽ 9▲ 5 3 8 7 4 さ4 4 7 9 l．9 8 7 I．9 3 1 l．7 2 5 I．7 1 3 l．2 3

4 0 1j 82 ま5 2 3 い 2 3 l．1け 乙7 2 2 之7 I4 I．1 19 I．1 10 I2 7

4 5 ま5 9 9 之1 4 9 l．8ワ9 lも7 4 ま0 0 4 之9 6 0 い さ い 8 2 I．3 I

女

3 5 糾 9 8 三好9 5 4 9 も 4 古l 4 Iさ 3 g 7 6 7 も3 ら 之9ワ

ヰ 0 l 川 0 4 ♪9 0 7 2 4 も8 8 I，0 も3 9 9 7 5 5 2 4 9 0 25 も古

4 5 曳9 5 4 之9 7 ら 9 9 1 9 4 9 t．5 ヰ3 l．4 3 7 7 も 7 I l 怨 2

指

赦

男

3 5 7 l．9 8 弘 2 3 2凸 2 3 3 2 I3 ＆l 1 4 α5 もlβ 6 4 方 I O 2ご

ヰ 0 さ之I 6官5 14 色5 l ▲官9 l 10 A 10 引 ＝）5∫ 10 ヰ．6 10

1 5 5 引 1 5 ム 3 ▲6．9 3 4 23 1 5 2 ブ 1 5 3 3 8 ＆7 も●彷 10 も．1

女

3 5 さ3 A 6 8 2 l ▲∽ I 3 ＆9 2 5 4 3 2 5 7 も さ2β 7 7 0 g 6 3

4 0 8 訟 7 2 g 13 8 β 1 4 之l I4 5 2 14 4 ．1 1 3 払 川 丘l l 18 1

4 5 7 0 ．l 4 9 ふ 1 9 色さ I 9 7 3 3 6 引 3 7 l．3 l I3β I l l．古 9 5．1



一 層進ん だこ と把 上って、亜美鐘 営が男の労働 への依存 性 を上 少強めた ため であ 少、 後述の エうに

規 模が大 きくオるにつ れて 自家農業 労働に 占め る男の 比東が 高 く在 ってぃ るハは何 エりも この こと

を物磨 りてぃる。

その他 の仕基 だけ忙従さ した人は 3 5 － ▲0 軸 ニ．三 男等の大l の流出忙 上って大 きく凍 少し

たが、 4 0 ～4 5 年 は点薬＃邁改 善事業の推進 や集団栽培 の普及忙 エる省力化 忙 上る ものの外 港

載直後の 出生真の急上 昇妃 上る形 書 もあ ，て男女 と l 増加 してぃる。 また増加は 自差よ集以 外の仕

事が主の集業 従よ者の増加 とともに女 托多 く、 女性の一書進 出が急速で あ ，た ことを示 してぃ る。

次に以上 のこ とを年令 との甫係で示十 と 3 － 5 兼 か ら 3 － 8 表書での ∫うであ る。

白菜椒 だけ 托従事 した人 の稔救は男が 6 0 － 8 4 才、 女が 5 5 ～ 5 9 才まで年 令が 高 くなるにつ

れて♯成比が届くなってぃるが、棚 に従さ した人の槻 此は男女でかをク臭 った舟きを示し

てぃる○ 男は 4 0 －▲5 才からも 0 ～ ＝ 才ずで 3 専一台を示 し 年令が低 くをるほ ど稚成止 も低下 し

2 0 － 2 4 才で江 I 5 粘に 低下 しているが、女は男 とか な 少の相連 を示 h 2 5 － 2 9 才か らヰ 0

－4 4 才i で 4 胡台 を示 し 4 5 － 4 9 才が 3 ＆4 ％を示 してぃ るが、 それ攻 上で も、 それ以下 で

も急歌 K 比軍が低下 してい る。 せた男が 高年令 t で動きが 壌ヤかで あるのに対 h 女は 勒 きが 放 し

く5 0 才台 忙な ると急 鼓托比峯が 低下 している。

次に 4 0 － 4 5 年の 5 年何 の推移 をみ ると、稔 人裁 は3 0 才 台の漉少が 辞て身 の を 除ぃて男女間 に

大きな差異はみ られ 表ぃが、ぶ弓矢′よ集 をしてぃ る人 は 店毎令托男 の頻少が 多 く、 女は逆忙人扱が少

表か ったと ともあ って高年令の人が若 干増加 してぃ る。

－1 も ー

3 － 5黄 白家農 業 だ け 忙従 事 した人 単位 人・先
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捲　　 人　　 政 ， ち仕 事 が 主

4 0　　 4 5 ‘㌢ 胡
表 芸

1 0 1 5 4 ㍉ 。 4 5 毎
搬 ．比

男

l ふ・－I 9 3 7 7 3 1 7 β4．0 2 之4 さ7 4 3 4 9 ▲ ま0

2 0 ・－2 4 2 3 1 1 9 3 g 1 5 l ＆2 2 2 3 1 7 9 さα3 l ま0

2 5 ・－2 9 2 7 0 1 5 l 5 5 ．9 l 官2 2 8 8 1 4 さ 5 丘も l ＆さ

3 0 ・－3 1 ▲1 5 I 7 ▲ J‖．9 l t 8 1 暮l 1 7 2 ▲ l．8 lt 6

3 5 ・－3 9 5 0 8 2 9 3 5 7 7 2 も．8 5 0 も 2 g 9 5 7 l 2 も．2

4 0 ・－1 1 4 I も 3 さ丁 9 ま2 3 ま5 4 1 1 3 7 8 9 l．5 3 2 ．ふ

1 5 ・－4 9 3 8 0 3 5 3 9 之甘 3 サ4 3 7 1 3 3 4 9 a O 3 7 1

5 0 ・｝5 ▲ i 3 き 3 2 ▲ 7 4 ．0 l A 8 3 9 古 2 g 5 7 l．も 3 ♀‘

5 5 ・－5 9 4 2 5 ▲0 5 9 5 j 5 5 ．0 3 ワ2 2 5 も も＆さ 3 4．さ

も 0 一－8 ▲ 4 I 3 1 0 8 9 ＆さ ムー．2 2 7 4 2 0 さ 7 5．9 3 之2

も 5 才 一奴上 5 0 9 5 9 4 l l 丘7 4 ＆3 2 0 4 1 5 9 7 7 9 l 之9

計 A 3 g 2 ま5 9 9 8 之l 3 3．4 ま5 2 3 之4 4 9 ら9 5 2 2 ．7

女

l も～ 1 9 3 り 2 8 1 8 之8 2 α6 9 7 3 l 3 I．9 Z 3

2 0 ・－2 4 5 3 0 4 1 7 7 8 ．7 3 ＆4 ヰ8 1 2 8 さ も之I 2 良一

2 5 ・－2 9 7 1 1 3 さ4 5 4 ．0 5 a 7 ら3 2 3 1 さ 5 0 ．3 4 2．0

3 0 ・｝3 4 さ3 I 5 I 7 6 2 2 5 2 2 7 5 1 4 4 4 5 9 l 4 4 ．さ

3 5 ・－3 9 9 1 も 8 1 2 る6．古 5 2 ．3 7 も8 5 0 さ も8．3 ▲ま4

1 0 ・－4 4 8 0 も 7 7 5 9 ＆2 もl．3 5 7 8 5 も9 9 ＆g 4 ゝ0

1 5 － 1 9 7 2 2 6 ？9 9 ＆さ 8 ＆7 3 もき 3 9 5 1 0 7 3 3 ＆4

5 0 ・－5 4 7 8 2 6 もl 8 4 ．5 7 α9 2 3 8 l さ3 7 6．9 I ♀ら

5 5 ・－5 9 b O O 8 1 2 10 7 0 7 l．3 1 0 3 1 3 2 1 2 8 ．2 l A 7

も 0 ・－も 4 4 9 古 1 8 さ 9 4 ．0 5 ＆2 も0 5 古 9 る．7 7 2

も 5 才 以 上 4 2 3 ‘9 8 l 1 7 7 2 7 さ 3 5 5 0 1 4 之9 之8

計 7 1 も3 瓦9 5 ヰ ざま2 4 号3 4．0 9 0 之9 7 も 7 2 ．g 2 4．6



3 － 6 蓑 自家 農 業 が 主 の 自家 穫発 狂 春着 単位 人・先
自家農薬が主 の 自家よ業 従弟者は 男女 とも 3 0 才台に もっと も構 成比が高 くな ってお 少、 5 0 才台

托息 故に低下 してぃるのも男女共通で あ るが 、女 の低下が 上少敬 しく、 2 0 － 2 4 才の 女の在韓に少

ないのが 8 忙つ く0 2 0 － 2 4 才の 女が 康薄紅少 ないのば、全然仕轟 忙社主 して いなぃ人が 2 割 に達

することからもわかるり に、 この年今は触 へ 花嫁♯集中の人が多く、農閑期忙兼菓従事とh

，形 態 をと少忙 くぃか らと思 われる。 4 0 － ヰ5 生 の推移 は男が 1 0 才台 と2 0 ～ 2 4 才の 増加が 多

く、 それ以 外の年令で もか を身の増加がみ られ るがl 女は 3 0 才 台ヽ 4 0 才台 の増加が多 く、 2 0 才

台も若干増加してぃるが． 5 0 才収上は桝 托ま少してぃる。

▲美以外の仕事が主のl 美従事者は、勅 i2 0 才台から5 0 ～ 5 4 才一で 3 書一台を示 し、腱 今月

号で 平均化 してh るが、女 は 2 0 － 2 ▲才、 か ら4 0 ～ 1 4 才 一で 2 書脚 徒を示 して ぃるが A 5 ～ 4

9 才 忙 なる と急故にま少 して ぃ る。 4 0 － 4 5 年の推＃は男の 2 5 － 2 9 才 と 3 0 ～ 3 4 才 のま少を

除ぃて 男女 ともヰ加 してぃ るが、男は 2 0 － 2 1 才 と1 0 － ＝ 才以上の増加が 多 く． 女は 3 5 － 3

9 才以上 の増加が蒋 忙多レヽ 男の 2 0 － 2 4 才 の増 加は先に も述 べた 上う托この重合 屑の人 口が 急汝

托増 加 したか らであるが、 男の ▲0 － ＝ 才以上 と女 の 3 5 － 3 9 才以上 の増加はよ美 労♯の省力化

も盲ること表が h 点獅 が ま十 t す兼業所得への依存を強めた庶為 さら忙店毎令届書で兼乗主

体の兼業従勤 王進んだたわである。

自家鼻薬 以外の任さだけK 従暮 した人 は男女 と も若h 人 ほ ど耗成此が高 く、 2 0 ～ 2 4 才 の♯成此

が穣韓に 点くて男女 とも▲身 の l以 上で ある。 2 5 － 2 9 才にをる と男が l ♀ g 粘、 女が ＝ ．0 先 に

低下 し 3 0 － 3 4 才 になると男が ＝ ，9 粘、 女が まg ％ に低下 してぃる。 4 0 － 4 5 年 の推移は 男

が2 0 － 2 4 才、 4 0 － 4 4 才、 も5 才 以上 を除 く各年令居 で減少 してぃ るが女は中開 托増 加が多 く、

2 5 － 2 9 オ と 3 0 － 3 4 才 に若干 漉少がみ られ る竜虎で ある。 こ うした 男女間の 大 きを毒 は、 l 美

の横械 †扮 ；急速に進んだ こと忙 上る もの と思 わ九 る。

この ょうに年令別托みた局舎の男女間の差異、即ち男の動き7婚棚 やかをのに対 し女の血きが鼓

しh のは、よ集棚 の大壷軸 化K 上るヰ的射 ヒもさることをが ら ま私 書児労瀬の差忙 上るとこ

ろが大 きい もの と思 われる。

ー18－ ーI9－

稔　　 人　　 赦　　　　　　　　 ， ち 仕 事 が 主

4 0　　　 4 5
4 シ ぁ 4 5 年

♯ 成 比
4 0 4 5 ％ 1 5 年

♯ 成 此

弟

暮　 も・－ 1 9 3 1 8 3 2 0 ま2 もl 3 0 ら3 2 1 8 0 もヰ

2 0 ．＿2 4 l 1 8 2 5 8 2 暮＆9 2 l．4 l ＝ぎ 2 5 5 2 1 丘 I 2 l．3

2 5 ～ 2 9 l g ワ 1 9 9 1 0 ＆4 2 瓦3 l 古ふ I 9 さ I O 丘5 2 5 ．2

3 0 一｝3 1 2 2 6 2 5 5 l I 之8 2 q l 2 2 8 2 5 5 l l 之写 2 t l

3 5 ．＿3 9 l さ5 2 9 2 1 5 7 さ 2 ＆5 l g 5 2 9 I 1 5 7 3 2 丘l

4 0 一｝4 4 1 3 3 2 （17 2 0 αさ 2 3．I I 3 2 2 ‘7 2 0 之3 2 まl

4 5 ．＿ヰ 9 9 2 l も6 川 α‘ l＆5 9 1 l ふ5 l さL 3 I ＆4

5 0 一＿5 1 8 I g l 1 3 之8 l l．2 も l 古l 1 3 之g ＝ ．2

5 5 一＿5 9 4 5 5 0 l l l．1 ＆古 4 5 5 0 l ＝．1 ＆古

6 0 一＿6 4 3 0 2 9 9 も．7 4 j 2 9 2 9 1 0 0．0 4 ．3

も ぅ才以上 1 5 2 I ＝ α0 l．7 I 4 2 0 1 4 之9 l．6

計 l．12 3 t．もワ9 t 4 色5 1 5 」も い lワ t．もワ4 1 4 号ワ I S 5

女

l も一＿ 1 9 9 l さ 2 0 0．0 I．3 9 I 6 1 7 9 8 l．2

2 0 ．）2 4 5 3 5 ら 1 0 瓦7 まl 5 2 5 8 ＝）ま8 且I

2 5 ～ 2 9 1 0 9 l 12 1 0 2 ．さ 1 4 ．8 I O 6 ＝ 2 1 0 且7 1 4 ．g

3 0 一＿3 4 1 3 9 2 2 0 1 5 ＆3 2 之2 1 3 0 2 1 7 l も丘9 2 l．9

3 5 ～ 3 9 ＝ 14 2 1 7 1 5 αも 2 l．1 1 5 3 2 4 2 1 5 ＆2 2 α7

4 0 一＿4 4 さ7 I 8 さ 2 1 ＆l 1 4 ．9 7 9 17 9 2 2 6．7 l ヰ2

1 5 ．＿4 9 8 3 9 5 1 5 8 8 号3 5 4 さ4 1 5 瓦も l ＆3

5 0 ．＿5 1 4 9 3 0 占L 2 3 2 1 3 2 7 ら之さ 之9

5 5 ～ 5 9 2 5 1 9 7 も．0 之1 2 2 t l 5 α0 l．2

も0 ～ 6 4 l ▲ 4 2 昆8 α5 8 3 3 7 5 α4

8 5 才 以 上 1 2 2 l 丘7 a l I 2 2 1 ＆ワ 8 1

計 7 2 4 9 9 暮 13 6 ．9 ＆2 も6 さ 9 ‘9 1 4 之l 1 9



3 －7 表 地の仕事が主の 自家農業従事者 単位 人・粘
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3 －さ表 白豪農 集 以 外 の仕 事 だけ に従 事 した人 単位 人・粘

－2 l－

稔　　 人　　 我 う　 ち 任 さ が 主

4 0 4 5
㌔ 4 5 王転

舶 此 4 0 4 5
‘払 4 5 年

＃ 成 ，比

男

l も・－ 1 9 1 2 8 1 5 0 l I 7 2 1 8 も 1 2 7 川 i l l ま4 l α2

2 0 ・－2 1 2 8 8 3 さワ 1 4 ん4 3 之‘ 2 8 4 3 さ2 1 4 4 ．7 3 2 ．l

2 5 ・－2 9 3 3 4 2 7 7 さ之9 3 ㍊ 3 3 1 2 7 4 さぇ0 3 4 ．8

3 0 ・－3 1 3 9 3 3 3 1 古ま0 3 ＆l 3 9 3 3 3 3 さん7 3 ＆0

3 5 ・〉3 9 3 9 も 4 1 I 1 0 まさ 3 7 3 3 9 6 ‘0 9 I O ま3 3 別

ヰ 0 ・｝4 1 3 2 2 4 1 1 1 2 8．ら 3 5．古 3 2 1 4 暮2 I 2 ＆3 3 ま7

1 5 ・｝▲ 9 2 4 8 3 1 5 1 2 1 0 3 5．1 2 1 8 3 1 4 1 2 る．る 3 且0

5 0 － 5 4 2 5 9 2 6 2 I O l．2 3 る2 2 5 g 2 6 0 ＝）α7 3 丘9

5 5 ・－5 9 1 7 2 2 0 も ‖ 9 ＆ 2 名．も 1 7 2 2 0 2 l 1 7 4 2 今▲

も○・－ら 4 暮0 7 1 3 古 12 官0 2 8 7 1 0 丘 1 3 5 1 2 7 ▲ 2 α2

も 5 才 以 上 9 5 l 1 0 l l 丘8 隻0 9 5 9 5 1 0 α0 7 7

計 之7 2 2 ま0 0 4 ＝ αl 2 色9 Z 7 1 4 之9 ら0 1 0 色 I 2 7 5

女

l

l も・－ 1 9 5 1 g 7 I 7 0 ．も ＆4 5 0 さ5 l ワα0 ＆3

2 0 ～ 2 4 l g 2 2 0 9 l 1 4 ．8 l 今2 1 7 8 2 0 2 I 1 4 ．さ I ＆5

2 5 ・－2 9 1 3 3 I 5 も l 1 7 3 2 0．ら t 3 1 1 5 2 】1 5 2 2 0．1

3 0 ・｝3 4 l さ0 1 9 7 10 色4 1 9 9 l ワ2 1 8 9 1 0 ♀9 l ♀l

3 5 一－ 3 9 1 7 g 2 る4 1 4 ＆3 2 之占 1 7 0 2 4 g 1 4 五9 2 I．2

ヰ 0 一｝ 4 4 I 3 2 2 5 2 1 9 α9 l 今9 I 2 5 2 4 0 1 9 2 ．0 l ♀0

4 5 － 1 9 9 9 l 1 6 1 4 7 5 l もl 8 7 1 3 さ 1 5 ＆6 l まb

5 0 一－5 4 4 2 9 g 2 3 ユ3 l α5 3 4 古さ 2 5 ＆古 官▲

5 5 － 5 9 3 2 5 さ lさ l．3 ＆ヰ 2 9 1 4 Ⅰ5 l．ワ Å9

も 0 ・－ら 4 2 1 3 5 l ら丘7 4 ．4 1 4 2 も lさ5．7 ま2

る 5 才 以 上 I 3 一I 3 1 ま4 之3 9 2 5 2 7 7 g I．4

吾十 l．0 も3 l．5 丘3 1 4 5 ．2 l 之ざ 9 9 7 I．4 3 7 1 4 4．1 ‖ ．9

稔　　 人　　 政 う　 ち 仕 ヰ が 主

1 0　　 ▲ 5 ‘払 l ‘ 5 毎

♯ 成 此
‘ 0 ▲ 5 ％ 4 5 毎

♯ 成 比

昇

1 8 ・｝ I 9 I ▲暮 2 0 t 1 4 乙8 1 12 1 3 さ 暮9 l l ▲8 も l まワ

2 0 一＿2 4 2 もl 3 1 5 l l 色3 2 丘l 2 も3 3 1 5 1 1 今8 2 6、4

2 5 ＿ 2 9 1 9 ▲ 1 5 も 8 瓜l l 色さ 1 9 3 1 5 2 9 号3 l 号3

3 0 ．＿3 ▲ 1 2 さ I O 4 t＝ ．3 ‖ ．9 I 2 8 1 0 l t‖．3 ＝ ．9

3 S ＿ 3 9 9 さ 久7 9 色0 a 8 9 さ 9 ワ 9 色0 ＆g

▲ 0 ．｝▲ ▲ も0 7 9 1 3 l．ワ 丘8 も0 7 9 1 3 l．7 ＆甚

▲ 5 ．｝▲ 9 も3 5 ら 8 ＆9 ＆2 8 2 5 も 9 α3 ＆2

5 0 ．＿ 5 4 5 0 4 9 9 ＆○ ＆8 5 0 4 9 9 ＆0 ＆さ

5 5 ．｝ 5 9 4 3 3 9 9 α7 丘3 1 3 3 さ 名古．4 ま2

も 0 ．｝も ▲ A 2 3 0 7 l．4 A 5 4 1 2 9 ワα7 4．4

6 5 才 以 上 3 も 5 9 1 8 1 9 4 ．0 3 ▲ ヰ9 1 4 も l ん8

計 I．1 1 9 t．1古S 暮0 5 ．9 l L O l．＝ 0 l．1 も2 I O 4 ．7 l α8

女

t　 6 ．＿ I 9 古t 1 6 4 2 0 2 ．5 l 之0 7 1 暮る0 2 1 日 l l．7

2 0 ．＿2 4 2 3 1 3 2 4 川 α3 2 9 7 2 I 3 3 I 8 1 4 色3 2 官2

2 5 ～ 2 9 9 5 8 3 8 7 4 l I．0 9 暮 写0 g 7 9 l α6

3 0 ．－3 4 3 8 3 8 1 0 0 ．0 まg 3 さ 3 7 9 7 4 ま7

3 5 ～ 3 9 1 5 2 9 1 9 ま3 之5 1 3 2 8 2 1 5．4 之4

4 0 一－▲ ▲ I 9 2 9 I 4 之l 之l 1 8 2 5 1 3 ＆9 之0

丘 5 ～ ▲ 9 I 3 3 0 2 3 0 ．古 ま0 I l ～3 2 0 ♀l 之3

5 0 一＿5 ▲ 9 I 9 2 暮l．1 Z l 4 り 3 5 8 0 I．5

5 5 ．｝5 9 1 6 8 5 0．0 8 9 1 0 J 丘8 0 α4

も 0 ＿ も 4 2 0 I さ 9 0 ．0 之2 I 2 g もる．7 l．0

も 5 才 玖 上 t 5 2 5 1 6 ＆7 l．4 る 1 4 2 3 ま3 αg

計 5 5 2 7 6 5 1 3 ＆6 ＆3 4 9 0 7 I l l l 丘5，I ま9



3 － 1 1表 ふだん自家鼻薬紅従事 した人（基幹的農業従事者）

（ 5） 義美従事者数

自家農薬 従主著 は、 銘 々瀕少 をたど って き

たが． ここ 2 － 3 生は かな らず しも強 少を示

さず、表に はて てい表ぃが 、県、国 と同様若

干 の増力必；み ら九 る。 3 5 ～ 4 0 生は 後述の

上う忙点薬毎舶 i放浪し、農業毎時雇ぃで補

充 してきたが、 ヰ0 － 1 5 生 は点集 蕗時屈 も

汝漉してぃ も

と うした現粂を反 稚 して、 1 0 年何 の 自家典

薬従暮者政のま少は鈍 く、よ家裁の減少をや

や上 回 る凄まの 漉少 托とど ま 1 てい る。

自棄よ薬徒l 者赦 を男女、

年令別にみ ると、 4 0 － 4 5

年托女が 4 も0 人波少 して

いるのK 対 し、男は 5 0 人

増加 している。 との相違は

2 0 － 2 4 才 の男が 2 2 0

人増 加 したのに、女は同年

令屑が 古0 人、 2 5 － 2 9

才が 3 0 0 人 と2 0 才台の

凍少が改 しか ったか らで あ

る。 t た 全体 の漉少が 少な

h のは、 3 5 － 3 9 才以下

の減少 を4 0 ～ l ▲才以上

の増加で補 うて きた ためで

あって農兵労働の老令化が

男女 とも演者で ある。
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3 － 9表 白豪農業従 事者数 単位 人．粘

3 － 1 0 表 年令別自家農業従事者政
単位 人

単位 人・粘

自家l 菓 に従事 した人拉あー 少漉少 しなか ったが、ふだん点薬 に従さ した人は 4 0 － 4 5 年に男が

8 ＆9 粘、女 が さ之 5 先に誠少 してぃ る。 減少け女 に多く、 それ も 2 0 才 台 K 多い。避 妊男 仕 2 0 ～

2 4 才が 2 7 粘 も増加 してぃ るが、 2 5 － 2 9 オは女何様汝 少 してぃる。 男の 2 0 ～ 2 5 才の増加は

終戦 直後 の出生事 の急 上昇 に 上る影書で、農家 の径 と身が との年令岸に集 中したため とみ られる。 t

た4 0 － 1 4 才、 4 5 － ▲9 才 に増加が み られ るが、 これは兼業御 を援め たか らでは な く、 5 生蔚

の 3 5 － 3 9 才 、 ▲ 0 － 4 4 才 の 人 が 同 年 の 5 才 上 の席 上 少か な 少多 か った こ とに 上 る もの で あ る。

表か ら女は基幹的集兼従暮者 も老令化 した とぃえ るが、男 は店毎令 屈もかを 少減少が 大 き く、 2 」 0

表は補 助的農業従一着の老令化 を示 した ものとみ るべ きである。

自家鼻 薬に主 として従▲ した世帯 鼻政別 姓家政を みる と、 l人 もい ない貞義 が l 血l 東浦層 を中心

托急増 し I．0 － L 5 血l で も7 3 戸 ＝ 之l 粘）托及んで ぃる。 l人 ぃ る兵 家払 I 九l 未済では

息裁 し 暮．0 一 之O lll では急 増 している。 I b l 未沸は 5 年執 K I人ぃ たのが、 0 人 K を 少、 I．0

～之O b ■ は 2 人 h たのが l人忙渋 った もので あ る。 2 人い る鼓雛 I b l 未満では 半分近 くに凍少

したが、 L O 一 之O b ▲ では 3 人 以上 の波少 もあって、若干増 加 してぃ る。 3 人 一蚊上は どの停屏で も

漉少 してい るが、規 模の大 きh 良 家ほ どま少が 少ない。 t た、凍少の頼向 と して、 I b l 未 沸では 0

人化 し l － 2 血l は女 の比壬をぷめ 如 ；ら l 人化 h 2 h l 以 上は 2 人 に克づ きをが ら男 の比重 を

高めて きた とぃえ る。 そ して この頼向 は、 更に規模の大 きい鹿家に波及 してぃ く もの とみ をければ な

らを h
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酒 田 市 ■　 山 形 県 全　　 国

3 0 l 号5 7 3 4 1 l．0 0 3 I 号3 2 Q ．9 2 5

3 5 1 7 9 5 5 3 も＆さ＝） 17 も5 乃 8 1

1 0 11 1 7 4 3 2 も．5 4 も 1 5A 4 ま3 4 5

▲ 5 l 丘7 7 0 3 3 0 ．7 1 5 15 A もま0 0 0

3㌔ 9 I．ワ 8 t 2 9 l．4

▲㌔ 9 ヱ5 古色0 8 7 5

▲㌔ 9 1 6 1 0 l．3 ＝）a l

▲㌔ 9 ま4 9 0 ．2 さ7 8

4 0 年 4 5 年

男 女 計 男 女 針

1 6 ・－ I 9 5 3 も 4 0 t 9 3 7 5 3 0 3 古6 9 1ら

2 0 ・－2 4 も1 7 7 （15 暮．3 さ2 さ3 6 6 古2 l．5 18

2 5 ・－2 9 7 9 1 9 5 3 L 7 4 4 ら2 7 ら5 2 L 2 7 9

3 0 一｝3 ▲ l．0 3 ▲ l．1 5 0 之 Iさ4 7 も3 9 3 ▲ l．ら9 7

3 5 一｝ 3 9 l，0 8 9 l．2 5 8 之3 4 7 9 9 ‘ l．1 2 3 之I 1 9

▲ 0 一｝l l 8 7 1 l．0 2 5 I．8 9 8 l．0 も8 I．2 1 5 22 8 3

4 5 一｝4 9 7 2 0 8 g l l．も0 4 8 3 ▲ 9 1 0 l．7 7 1

5 0 一｝5 4 7 5 さ 8 7 3 l．も3 1 8 も7 7 8 9 l．▲5 8

5 5 ・－5 9 も1 2 も5 7 L 2 9 9 ももl ワ1 9 l．3さ0

も 0 ・－も 4 5 5 0 5 3 3 l．0 古3 5 7 5 5 0 7 lβ古2

も 5 才 以 上 も1 9 4 ▲g I．0 も7 7 2 5 5 ▲ I lヱも8

善† 8．2 2 ワ ＆9 4 7 暮1 1ワ4 邑2 g 2 ＆4 毒さ lもフ7 0

l も 2 0 2 5 3 0 3 5 ▲0 4 5 5 0 5 5 6 0 ら5才
計′ヽ′

1 9 2 4 2 9
■■ヽゾ
3 4

′｝
3 9 4 4

′ヽ′
▲9

■ヽl′
5 4 5 9

′ヽl′
も4 以 上

男

▲0 ＝ 7 3 4 1 4 5 2 も3 7 も9 1 5 4 3 4 も2 ▲5 9 4 1 7 3 0 3 2 1さ 4．も4 0

▲5 I O ら 4 3 4 3 4 8 4 2 7 5 さ0 も▲3 4 9 9 3 もも 3 0 も 2 3 7 17 9 も12 3

女

‘0 10 b 5 暮ら 7 3 丘 8古l 9 1 9 も5 5 4 2 2 2 引 1 2 5 ふき 1 7 4∫5さ

▲5 4 7 3 4 1 4 3 0 8 もl 7 5 0 7 4 さ ▲7 9 2 I O 14 3 もl 5 2 1 9 2 5

男
心
9 0 ．も 12 7 3 7 弘 もー0 8 3．9 l 1 8A 10 ＆0 7 官7 7 3J ワ㌫Z さ之l 各氏9

女
10 ．
4 4 3 6 もフ 5＆3 7 馳 さl．ら 1 14 2 I 13 5 7 4 ブ l 14 J 8 号7 暮Iαふ 8 2 5



3 － 1 2 表 白豪 農 菓 に主 と して従 事 した 世 帯員 教 則 農家 数

単位 戸

ー24－

3 － ＝ 表 鼻 薬 年 雇 単位 戸．人

3 － I▲表 点 薬 毎 時 雇 単位 人
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捲救 0 人
l　 人 2　　 人 3　 人　 以　 上

男 l人 一人 2人 1人 人
男 3人
以 上

2人　 l人

1 0

生

例 外 規 定

8 l 一＿α 3

3 3

8 3 ‘

1 5

3 さ3

暮

10

10

I 9 1

t

4

5

10 3 7

l

l

I

8

暮

2

8 3 ．＿α 5 8 2 （〉 2 7 I 15 2 古9 1 2 3 7 l

α 5 一｝ I．0 9 9 8 指 名 もも i 7 8 18 3 ム9 2 4 2

l．0 一＿ I．5 も3 3 ▲0

9

5

3 8 17 7 2 2 5 5 2 2 9 るワ I

も

l．5 ．｝之 0 5も3 1 5 5 さ 8 3 川 I 5

ふ

l

7 9 も丘

之 0 ．｝之 S 5 7 5 l l 2 7 7 3 0 8 4 1 3 3 7 3

之 S ．＿ま0 5 1 5 3 10 7 I I 2 5 ワ 3 1 5 0 7 0

ま O b l 以 上 い 2も 3 2 7 ？ 1 2 5 7 1 4 I9 3 ▲7 13 ▲

計 ミロO l 9 1 7 1 9 8 l．24 も 4 暮 l，弘 5 2 2 4 2 7 ワ4 も ▲3 3

4 5

毎

例 外 競 走 2 3 1 2 l 4

3

4

3

l

2

l

I

l

2

α l ・－α3

8 3 ・－α S

も2 9

ら3 5

5 4 も

ヰ5 1

9

l も

8 9

15 7

4

7

l

48 5 ・－ L O 9 7 2 3 3 ム 7 I 4 2 3 9 g 2 9 10

l．0 ・－ I．5 5 紬 7 3 3 9 2 0 5 1 9 5 3 0 2 2 2 1

t．5 ・一之 0 S 7 2 I 8 2 ▲ 9 3 ら 3 14 2 I 5 1 4 2

之 0 ～ 乙5 5 3 9 も 1 1 2 5 12 3 3 ▲ 1 0 9 ‘ 4 8

之 5 ・－ま 0 5 1▲ 2 10 ＝ 1 6 2 7 g 5 3 1 3 2 5 も

ま0 血拙 l．123 る 1 7 17 15 5 古7 3 l l 3 3 9 I2 g

計 獅 I′コカ 19 g l．恥 5 2 l．幹 l 1 0 1 I 5 ふ4 g 3 0 4

3 5　　 女 4 0　 年　 i　 4 5　 毎

雇 ，　　　 一 った人数 雇 う

た点
家裁

雇 ウた人 鼓 雇 っ

た免
蒙政

居 った人数

た鼻

家政
男 女 計 男 女 計 男 女 計

例 外 親．定

8 ト ーα 3

α 3 ・－α 5

4

l

9

l

3

▲

I 2

l

l

I

l

l

ら

I

暮

2

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

lα 5 ・－ t．0 ▲ 2 も t l

l，0 ・－ l．5 l ▲ 9 10 1 9 ‘ も 8 2 I 2

L 5 ・一之 0 3 7 I 9 2 I 1 0 8 2 さ l I l

之0 ・一之 5 1 0 1 もも 4 ワ l 1 3 I ▲ 9 も 1 5 5 5 も

之 5 ・－ま 0 I 8 3 I O I T l け 5 2 9 lさ l A 3 2 3 l 2 3

まO b 以 上 7 7 0 も7 8 3 5 l I．0 2 7 14 7 9 8 8 8 l ‘6 3 8 2 5 1 5 4 0

計 lβ9 4 さ8 3 5 10 l．3 9 3 2 0 7　 13 3 9 g 2 3 t 5 0 3 8 1 9 S 5

3 5　　 ∠毎 1 0　　 年 4 5　　 年

男 女 針 男 女 軒 男 女 計

例 外 規 定 7 5 3 0 ＝）5

Iワ0 3 0 も 4ワも 2 1 5

3 0 3 0

吐 卜 ｝ 8 3 ▲▲8 5 5 2 9 9 8 4 t O 8 2 5

α 3 ・－ α 5 ワ3 0 い 10 l．8 4 0 ふ4 7 I．4 3 2 2 ♪7 9 2 3 3 7 7 1 LO O 4

α 5 ・｝ L O l．9 7 も ま8 8 4 5 ム1 0 2，l糾 も3 さ9 ＆5 7 3 I．13 3 35 8 9 4 〝0 2

L O ・－ L 5 4 ．12 3 （娼2 0 Iα9▲3 3 ∫5 2 氏7 0 ▲ I之丘5 8 I．5 5 ▲ 屯4 7 8 ∽ 3 0

L 5 ・一 之 0 62 0 1 l之3 0 7 l＆5 I I ム2 g O lま9 2 2 2 αZ O 2 ど7 1 1 7 ふ3 6 la 3 4 7

之 ○・｝ 之 5 H 5 9 0 2 0 3 1 5 3 2 タ0 5 I O2 0 7 2 まる7 6 3 2βさ3 4j 6 l l l．10 4 1 5ヰも5

之 5 ・－ ま0 15払1 0 2 丘2 0 0 4 l，さ丘0 Iま5 5 1 3 0 ．7ら0 4 53 1 1 5 3 2 7 l五8 5 9 2 α9 g も

1 0 b l 攻 上 5乙3 6 2 古2占40 13 5 8 0 2 A 5∫7 g 10 も8 9 2 15 l、さ7 0 2 2β9 g 5 5∫2 7 7 7 8 2 5

書十 9 4．川 もI 5まふ3 8 4 7 7 古4 さ之5も9 1 9 Iヱ古I 7 まさ5 0 3 7 ら3 2 9 ♀3 8 2 I3 7 0 1月



3 5 年 忙 I．4 0 0 人 ぃた農業毎号仕、 5 年後の 4 0 年托 2 3 0 人、 1 0 生徒 の 4 5 年 に 5 5 人 を

残十だけ とを ゥた。 3 5 毎 には 3 Il■以上 の農家 の大半が 農薬生雇 を抱 えていたが、 4 5 年忙は

3 も戸托放浪 してぃる。 反 面集美毎時雇 h は、よ蒙の二三男 や良美年雇の敵城 托 上る労力不足 を雀

和する ため、 4 0 年 托は 3 5 年 上身 2 書川．増加 してぃ る。

また、 その増 加は女托 上るととろが 多く、 男は l 之 0 0 0 人波少 してぃ る。 しか し ▲ 5 年 には男

女とも大 巾に 強少 L、 A O 毎 の半分 近 く忙な ってぃ る。

こうした現生 はヽ 兼業化の浸 透を反映 してよ美点用労肯 の確保が飼暮忙 な ったととのほかち 点

差労働の軸 化托よる所要時間の米久 と少わけ称 り柵 の搬 化紅エるところが大きh ，＝ 毎

K 仕 刈取棲 の大書の導入 托 エタ、 兼の ＝ ）■当 身労頼時湖は軸 的 に漉少 して ぃる。

手開巻、ゆいは、労助不足を援勅十る手

段として、共同作業ヤ集団我勧 王盛ん托な

った ことに 上 って急 増 してぃ る。 4 1年鹿

ぁ ら実務号れ た虫美♯進攻 善事菓に エるよ

巣立代 化姑設利用血合の点 或は とうした卦

きを一 局助長 し、 表忙み られ る 上うを急 速

実＝申び を示 した もの と思 われ る。

以上集業労助力人 口載少の質的変化把つ

いて席半托みて きたが 、自家義美 従並者の

漉少が進まをh 免囚として、鼻薬労桝 ；横

根化 されをが らも手 棚 力 に上る部 分を多

く穀 して ぃ る と とが あげ られ エ ，。

－2 ら －－

3 －1 5乗 手開巻・ ゆh

単位 戸・人

A － I蒙 経 営 耕 地 面 積
単位ヘ クタール

庶曹耕地両津は、 3 5 年 打者干の増加をみてh る汎 その後け減少忙転 L 10 年間 に 45 0・ b一

波少 しでh る。しか L 鼠全体では、 4 0・－4 鶉 ；打水田の若干の増加をみ如 ；ゝ 約 5 申渡少 して

お少、 酒田の 10 年分を上 回 って いる。 果樹 園の面キは全国的打数増 して お 少、 本市の果1軌野も、

川 年間 托約 2 倍忙なって ぃるが、そ の増加は鈍 レヽ 畑は 川 餐 間 で 2 4 0 l岨 も妹少 してh る。
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▲ 0　　 年 4 5　　 年

農家政 人　 救 農 家数 人　 載

例 外 規 定

n ト ｝α 3 4 も 3 0 8 2 1 2 い 8 9

α 3 ．｝ α 5 古I 8 3 ▲ 2 9 4 之7 0 1

α 5 一｝ l．0 l さ3 l．g 1 9 5 9 2 ＆5 0 2

l．0 ・－ l．5 I 2 7 l．5 2 0 3 7 8 7 さ6 0

I．5 ．｝之 0 I 3 7 l．7 0 3 1 2 3 l αS さ8

Z O ．＿之 5 1 2 （l t．も1 3 4 0 g lま0 ▲l

之 5 一｝ま 0 1 2 5 l．g 3 1 ▲ 1 0 I 4．7 ‖）

ま0 血■以 上 2 I 9 1 4 0 8 g 5 さ 2 色7 0 さ

計 l．0 4 1 l 之さ3 ▲ ま5 7 5 古＆2 さ2

珪l 畑 樹　　　 園　　　 地

海　 田 山 形 廉 全　　 国 酒　 田 山 形 県 全　　 国 酒田 山 形 県 全　　 国

3 0 ＆ け I 丸 仰 之 吼 制 l．5 訪 あ 僻8 乙 0化 74 3 14 5 9 却 ：狩l．釘 7

35 玖 Z 7 l l花 7巧 之 9謁 紆 7 I．4（姑 五 亡弘2 之 0 托 一方5 l●方 氾 7 13 32 l．g 9 1

4 0 ＆ I省 すi＝強4 之 9亀 吉7 l l．弐占 ：玖 6電 l．7瓦 珊 2 1t は （位 詑 9 45

4 5 邑 （Xあ I瓜 9 45 l．2二か 柁 糾 9 2為 1 lま lⅦ
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5 － 2衷 果樹栽培両横

単位 ヘ クター ル

（ t ）真 作 物 作 付 面 積

5 － 1喪 主要点作物作付面秩

鞍料 山形農林水蜜統計年報

全国的 には開田が 進み、 年 々水稲の作付面輔が増加 してぃるが、本市 では宅地化等忙 ょ つて水田

のホ屍 が大 きく、蝿 少 してい る巾畑作物 で lま、麦類 、ぃ も類ヾ 書め類 の強少が大 きく、果菜類 や葉

音 薬類が増加 してぃ るれ野菜は必 ず しも全国的 な地 きと一 旦せナ、等 最北の I熟句忙あ る一等 にす い

か、 だい こん、 ね ぎの作付 面碑の 増加が考 し く、 すいかは ＝）年足 らず の うちK 約 3 倍 に増えてぃ

る。

－2 8－

資料 LLl形轟林水唾耗計鮮報

巣 材 でけ、全国的忙けかん きつ類 の増加 が穎著 で皐 少、 くかや うめが こ九に次い でい るが、 ゎん

どを 軽重引亡柿 、 も も、 な しは 減 少 に転 じて ぃ る。

本市 でけ仰 が大 きく伸び、 ぶ ど うが敢増 している机 飽け淑少 妊転 じている。

－2（？ －
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5 － 3表 主要 農 作 物 10 ア ール 当 少収量

茸科 山形点林水産年報

（ 2 ）主 要 作 物 1 0 ア「 ル 当 り生 産量 ぴも大 きレも す いか、 ね ぎ、 せ くわ うわ尊 け特番化 し 県外出荷 の盛 んた作物 で ある。 せた県外出

荷の行 をわ九ている大横 の牧丘 も伸び てぃ る。市皆の開拓や価格の安 定 と収量 の 伸びとけかを 少強

次托 10 一当 少収丑 をみ ると、水私 ナい九 ね 臥 せ くわ う婚 が高h 永 準にあ 少、収丑の伸 い関係が ある エ うに思われる。
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家

州乳 用 牛

ムー1表 乳用牛同着帝政
単位 斬

全国 の数 値け虔林省統割表 に 上る。

3 5 年は 兵家教、胡散 とも托大 きく増 加 してぃるが、 その後 け増加 が鈍 く、 4 2 年 、 4 3 年 には

避妊汲少 してい る。 しか しこ こ 2 ～ 3 年結 急上 昇している。 L・か も 3 0 年に l・ 4 頭 であった 一戸当

少角藤頭数が 丘5 年 には 乙 g 頭 と倍 にをってお 少、鈴島の廉螢軽営 陀占め る地位の向上 とと もに、

鮨細 管 の合輝化が阿 られている もの とみ られ る。 しか し、全国的 忙は l戸当 月触 頭数が 5．9 朝

とを ゥ てお む、 遵 に 叢 が大 き くな って ぃ る。

もー 2表 軽骨耕地規模別飼養顔数
単位 戸・萌

－32－

3 5 年 か ら ▲0 年書 では a 5 h一 美沸 と 3 ha 以 上 を除ぃた各階層 で故増 したカし 丘0 年か ら 丘5

年までは l．5 一 之O b 以 上K 増加 してお 身、上官農家の乳牛鮮 血家政が増加 してぃる。今夜とも

酪点 は上 膚鹿 家に移行 しなが ら多頭 化 さ九てい く もの と思 わ九る。

12I 課 内 用 牛

全国的 には ヱ5 年 忙は浪少 にl臣

じてい るが、本 市では ．3 5 年 には

増加 してい る。 こ九は役 牛 と して

の性格 が聾 く、鳥 に とぅて代 った

からであ ゃ、 律牛 と しでの価値が

淑少 した ▲0 年 には l．2 5 ち所 i で

汝漉 し A 3 年把は 5 9 2節で 3 5

年の 丘分の l逝 く壬で故少 してい

る。 しか L ここ I．2 年 は費 増 し

てレl る8

もー 3表 役肉用牛伺兼景教
単位 戸・覇

全国の数値 は点林省統計表把 エる。

単位 戸・覇

もー 丘表 役 肉用牛 飼 巻 頭 赦

殻 肉用牛は最近 は役用 と しての併催は皆無に等 しく、完 全に肉育 とを ゥて いるが、減少憤向 を示

しなが ら も、 をか上青 魚家の角巷 が多レヽ 半金が比軟的 多 くぃ る上、回転 が遭い ため、下層 兵家 托

不向 きであ るの と、比較的 手教が かか らをぃ ととに エラて こ うした傾向がでた もの と思われ る。

－33－
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もー5表 豚飼垂頭数
単位 戸・頭

全国の数値は農林省統封裏打上る。

豚け費用 も多 くを要せず、類 い易ぃ とい うと とも去って 3 5 年にけよ 掌札 暫故 とも忙倍 以上に

増えてぃ る。 しカ しゝ嚢 忙入 られ るエうに l芦当 少噸 救 は少 を く、 l～ 2顎 角いが大半 てあ った。

その後は価 格の蕗 落 を操 身重 しなが ら、急速 に多事化 打向 った。以 前の羊躾は点産物の残繹利 用で

あったが、飼 料 の需給の漢和 托 上って、鼓岸肥料 中心の春原 忙変 るこ と忙上って多事化の傾 向が一

骨強 め ら九た。

しか し東近では、 啄の糞尿 の処理 とともに、悪臭干魚音 托 エる公害 が発生 し、その解決 を過 ら九

てもへる。

I 心 に わ と リ

b － ら表 に わ と 少飼 拳 羽 赦

単位 戸 ，羽

ー3A －・

全昏の放任仕点称名統 計表 に 上る。

忙わと身ば年々角葬鮨 教が汝少lへ ＝）年 間忙半裁 した瓜 鮮 羽枇 ＝）年間に倍以上忙

伸びてぃる。 10 年前に l 戸 も走かった l．00 嘲 以上の兵家も 10 故 戸出現 してお♪、奉加 辛的

を兵 家 もかを 少出てい も

ずた最近は プロイラ・・－の増加が め ぎま L く、 全国的打は ▲5 年 には採卵頼の 3 分の lを串ナナで

に増加 している。

唱I そ の 他 の 家 畜

鳥は寛全に横根にと

つて fモられ 、 め ん羊 は 、

毛 糸が容易 托入手で き

る エ うに な つた た わ 故

戒 し、 や ぎ もJ 投 †とし

た た め、 か を 少稚少 し

て いる。
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7 － 3 衰 瓜 放 有 の 魚 用横 械 l 職印 ▲5年 2 月1 日 ）
単位 集有数・戸・台

一業労点力は♯少しつつあるが、兵事生産暮は年々上昇 l〈 棚 生産性は高 くをっている。 こ九

け広汎 女技 術の進歩 に上る もの であ るが、 と わわけ兵事の 1鞠射 ヒに 上ると とろが多 く、 最近把お け

るよ用軸 の伸びは苦しいものがあった。

耕 うん 鼓や l ラタメー拉完全に 牛馬 忙 とゥて代 カ、最 近は急速 に大型 化が進み、所 有形 態 も井有

が多 くを ゥ て い る。

更 忙刈取軸 の導入 も多 く、田 植乱 コ ンバ イン専 の大型軸 の斗 入 も入 られ るエ う忙をった。

書た トラク ′・－」D 導入 仕、 海田方式 といわれ る耕遭改 善書穿に 上って、 J‖ 年以降 急速 托利用 番

含有忙 上る大型化 が図 られ たが、そ九以噺 に斗入 盲れた防除横軸拉生 産耕 含有が 多く、そ の後 に導

入きれた刈取 墳は由 人有 が大半 を占 め、故 戸共有が 3 分の l襲 でⅦ 俄布 け 2 2 台托ナ ぎをい－

こう したさ辛用 捷披 の所有形 藩の動 きけ、今後 の稚作托大 き夜帥 を及ぼす もの と考 えられ る。

㈹ 轟 菓 租 生 産 額

点者生童 は年 々上昇 して きたの 陪、 ▲3 生、 A A 軽 け逆忙銭少 忙転 じてい るが、 とれけ 米の淑 収

托上るととろが多い。聴 に “ 年は異 常気象 托エる渡御 堪 しか ったのに加 えて米価 が蛎 ℡かれ た

ため 托、か くも大 きを裁 収に をゥた もの である。米 は依然 と して 典尊 の中心であ ゎ、その卓況 が与

える彰一け毎わ て大 きレヽ

しか 1へ 稲 作の相知拘を地位は年 ▲低下 L 富 岳、野菜、果楷の比峯が高書ってお 少、僻托盲奮

の伸びが著 しい。所 得の上 井に 上って畜産物の帝辛が 伸びたの と、余 少大 きを平 面を必要 と し表い

とと把 上って急速に生産が 伸び た もの である。

12） 農 家 所 得

酒田 市の奴 所得 を表 した有料が ないので庄 内の政値で これを代用す るとと托 した。

点募 所得は 余白的托高い水 艶托 あ ゎ、 ▲3 年 で も全国 平均の l．吉備 強 であ り、 8 ／ の で も全国
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平 均をかを 身上 回ウてい る。 t た鼻外所得 の 伸び も全国平均と あt 少大差 は をh 玖 兵 家所得 の伸

び廿全段平瀬 上如 ▲を少佐くなってぃる。 こ九は庄内のよ外聯 が全喜平考の 7 剖 忙及ばをいため

とよ家所得 の伸びが書外所得 の伸び忙除 ▲紅大 事く依存 して重たため である。 こうした傾向け今鼓

も続 くもの とみ ら九、庄内 のさ蒙の跡 的 鍵位 け除 々に後 遺 してい くもの とみ ら九る。

（ 由 川 ア ール 当 り米 生 産 ♯

一葉生産 の中心 である米 の生産 食をみる と、 ▲0 年、 A l 年 では長平均ヤ全国平 均を少 し上回 っ

てぃた乳 ▲3 年、 “ 軸 両者をかな身下回ってh る。

その大 きな長田払 分点 井の 開如 ir 序大 きくをぅた ことと長平 均が 全昏平均 上身高 かった鼻鼻

如 ；避に再着 工少佐 くなった ことに あるもの と思わ九 る。

分骨兼の♯成比の低下が鰍 ヒに エる もの である ととを考える と、点 兵女が両者 エ わ低 くをって

い るとと把矛盾を点 じるが、 とれ は書近のよ用 l ラタメ一台政の伸びが 庄内は井 内 でも l ゥと も低

く、 しか も、 所有形連が並執有 や救戸共 有の ものが庄内 の占める割合が高 く走 ってい るととに上る

もの で あ る。
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8 ＿ 3 表 1 0 8 当 り禾 生蓬 糞

単位 円・ 事

有料 山形典林永轟統新年報

さ－ ▲黄 米 1 0 8 当 少労 働 時 問

単位 時陶

套科 山形兵林水転統計年報

－49 －

付表 I 旧市村別軽骨排他規 模別農家数

単位・ 戸
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▲I lユ ー「石 瓜 切 陀 lタ l 紬 も も：払 t 佃 l 磁 も さカ 4 桝
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付表丘 旧 市村 別 世帯 員敢 と自家 農事 従事 者数

単位 人

資料 l珊 年世界島林羊七y サス
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付表5 旧市村別経営耕地面珠
単位 戸・ h ～

斉科 世界よ林 者 センサ ス

付表8 拍市村別家盲飼羊覇羽敢
単位 戸 ●覇・ 羽

有料 世 界点林 事セ ンサス
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捨　 故
書芳

一意

兼　 幕　 点　 蒙　　　　 兼　 用　 兼　 草　 魚　 家
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計
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広　　 野 L O O 2 L O 5 0 乙 0 5 2 2 ▲0 3 2 8 3 1 も I9 0
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袖　 添 4 2 l為 ：打 め 2は 禰 旬 は2 ：お l．拗
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付表7 米品種別作付面横

単位 ぬ 〆
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付表 g 旧市 村別 米 1 0 7 － ル 当 ク収量
単位 K9

3 S 4 0 4 1 4 2
▲3 4 4 4 5

海

新
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上

本
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臼

堀

野

清

田

8 】

田

田

書

佐

＃
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5 2 ム
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5 4 ▲

5 3 古
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5 ▲ 8
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5 39

5 5 2

5 5 2

5 3 g

5 2 g
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